
平成™™年˜™月™˜日 火曜日 (号外第™�—号)官 報
百
十
四

第
五
章
第
三
十
三
規
則
５
の
次
に
６
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
十
八
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

６

海
上
に
お
け
る
遭
難
者
を
乗
船
さ
せ
た
船
舶
の
船
長
は
、
当
該
船
舶
の
能
力
及
び
限
界
の
範
囲
内
で
当
該
遭
難

者
を
人
道
的
に
取
り
扱
う
。

百
十
五

第
五
章
第
三
十
四
規
則
３
を
削
る
。（
平
成
十
八
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

百
十
六

第
五
章
第
三
十
四
規
則
の
次
に
第
三
十
四
e

一
規
則
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
十
八
年
七
月
一
日

効
力
発
生
）

第
三
十
四
e

一
規
則

船
長
の
裁
量

船
舶
の
所
有
者
、
傭よ

う

船
者
、
第
九
章
第
一
規
則
に
定
義
す
る
会
社
そ
の
他
の
者
は
、
船
長
が
そ
の
専
門
的
な
判
断

に
お
い
て
、
海
上
に
お
け
る
人
命
の
安
全
及
び
海
洋
環
境
の
保
護
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
い
か
な
る
決
定
も
行
い
、

又
は
実
施
す
る
こ
と
を
妨
げ
、
又
は
制
限
し
て
は
な
ら
な
い
。

百
十
七

第
六
章
第
五
規
則
の
次
に
第
五
e

一
規
則
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
効
力
発

生
）

第
五
e

一
規
則

物
質
に
関
す
る
安
全
デ
ー
タ
シ
ー
ト

千
九
百
七
十
三
年
の
船
舶
に
よ
る
汚
染
の
防
止
の
た
め
の
国
際
条
約
に
関
す
る
千
九
百
七
十
八
年
の
議
定
書
の
附

属
書
Ò
の
付
録
Ò
に
規
定
す
る
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
附
属
書
Ò
貨
物
及
び
船
舶
用
燃
料
油
を
運
送
す
る
船
舶
は
、
当
該
貨

物
の
積
込
み
に
先
立
ち
、
国
際
海
事
機
関
が
作
成
す
る
勧
告
に
基
づ
き
、
物
質
に
関
す
る
安
全
デ
ー
タ
シ
ー
ト
を
備

え
る
。

百
十
八

第
六
章
第
七
規
則
2.1
中
「
第
Ó
e

一
章
第
二
十
二
規
則
」
を「
第
二
e

一
章
第
五
e

一
規
則
」に
改
め
る
。（
平

成
二
十
一
年
一
月
一
日
効
力
発
生
）

百
十
九

第
七
章
Ｂ
部
第
十
規
則
中
「
こ
の
第
十
規
則
の
適
用
上
、
同
コ
ー
ド
の
要
件
は
、
義
務
的
な
も
の
と
し
て
取

り
扱
う
。」を
削
る
。（
平
成
十
八
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

百
二
十

第
九
章
第
一
規
則
３
中
「
第
Ó
e

一
章
第
二
規
則
12
」
を
「
第
二
e

一
章
第
二
規
則
22
」
に
改
め
る
。（
平
成

二
十
一
年
一
月
一
日
効
力
発
生
）

百
二
十
一

第
十
一
e

一
章
第
二
規
則
中
「
第
Ó
e

一
章
第
二
規
則
12
」
を
「
第
二
e

一
章
第
二
規
則
22
」に
改
め
る
。

（
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
効
力
発
生
）

百
二
十
二

第
十
一
e

一
章
第
三
規
則
の
次
に
第
三
e

一
規
則
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
一
年
一
月
一

日
効
力
発
生
）

第
三
e

一
規
則

会
社
及
び
登
録
さ
れ
た
船
舶
所
有
者
の
識
別
番
号

１

こ
の
第
三
e

一
規
則
は
、
第
一
章
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
船
舶
の
会
社
及
び
登
録
さ
れ
た
船
舶
所
有
者
に
つ

い
て
適
用
す
る
。

２

こ
の
第
三
e

一
規
則
の
適
用
上
、
登
録
さ
れ
た
船
舶
所
有
者
に
つ
い
て
は
、
主
管
庁
及
び
第
九
章
第
一
規
則
に

定
義
す
る
会
社
が
特
定
す
る
。

３

す
べ
て
の
会
社
及
び
登
録
さ
れ
た
船
舶
所
有
者
は
、
国
際
海
事
機
関
が
採
択
す
る
国
際
海
事
機
関
会
社
登
録
所

有
者
識
別
番
号
制
度
に
適
合
す
る
識
別
番
号
を
与
え
ら
れ
る
。

４

会
社
識
別
番
号
は
、
第
九
章
第
四
規
則
の
規
定
及
び
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
コ
ー
ド
Ａ
部
19.2
又
は
19.4
に
基
づ
い
て
発
給
さ
れ

る
証
書
及
び
そ
の
認
証
謄
本
に
記
載
さ
れ
る
。

５

こ
の
第
三
e

一
規
則
は
、
４
に
規
定
す
る
証
書
が
二
千
九
年
一
月
一
日
以
後
に
発
給
さ
れ
、
又
は
更
新
さ
れ
る

と
き
に
効
力
を
生
ず
る
。

百
二
十
三

第
十
一
e

一
章
第
五
規
則
３
の
「
含
む
こ
と
と
す
る
」
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
一
年
一

月
一
日
効
力
発
生
）

（
履
歴
記
録
に
は
、
当
該
記
録
が
二
千
九
年
一
月
一
日
以
後
に
発
給
さ
れ
、
又
は
更
新
さ
れ
る
と
き
は
、
3.7
及
び

3.10
に
規
定
す
る
情
報
を
含
め
る
も
の
と
す
る
。）

百
二
十
四

第
十
一
e

一
章
第
五
規
則
３
中
、
.7
及
び
.8
を
そ
れ
ぞ
れ
.8
及
び
.9
と
し
、
.9
か
ら
.13
ま
で
を
そ
れ
ぞ
れ

.11
か
ら
.15
ま
で
に
繰
り
下
げ
る
。（
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
効
力
発
生
）

百
二
十
五

第
十
一
e

一
章
第
五
規
則
３
中
、
新
た
な
.7
及
び
.10
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十

一
年
一
月
一
日
効
力
発
生
）

.7

登
録
さ
れ
た
船
舶
所
有
者
の
識
別
番
号

.10

会
社
の
識
別
番
号

百
二
十
六

第
十
一
e

一
章
第
五
規
則
の
次
に
第
六
規
則
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
効

力
発
生
）

第
六
規
則

海
上
事
故
及
び
海
上
事
故
の
兆
候
に
つ
い
て
の
追
加
的
な
要
件

主
管
庁
は
、
第
一
章
第
二
十
一
規
則
を
考
慮
し
て
、
決
議
Ｍ
Ｓ
Ｃ
二
五
五
（
八
四
）
に
よ
つ
て
採
択
し
た
海
上
事

故
及
び
海
上
事
故
の
兆
候
に
つ
い
て
の
安
全
調
査
の
た
め
の
国
際
標
準
及
び
勧
告
方
式
の
コ
ー
ド
（
事
故
調
査
コ
ー

ド
）
に
よ
つ
て
補
完
さ
れ
る
条
約
の
規
定
に
基
づ
き
、海
上
事
故
及
び
海
上
事
故
の
兆
候
の
調
査
を
行
う
も
の
と
し
、

.1

事
故
調
査
コ
ー
ド
の
第
Ò
部
及
び
第
二
部
の
規
定
を
完
全
に
遵
守
す
る
。

.2

事
故
調
査
コ
ー
ド
の
第
三
部
に
含
ま
れ
る
関
連
す
る
指
針
及
び
説
明
資
料
は
、
事
故
調
査
コ
ー
ド
の
一
層
統

一
的
な
実
施
を
達
成
す
る
た
め
、
で
き
る
限
り
、
考
慮
さ
れ
る
。

.3

事
故
調
査
コ
ー
ド
の
第
Ò
部
及
び
第
二
部
の
改
正
は
、
附
属
書
第
一
章
以
外
の
附
属
書
に
適
用
さ
れ
る
改
正

手
続
に
関
連
す
る
条
約
第
八
条
の
規
定
に
従
い
、
採
択
さ
れ
、
か
つ
、
効
力
を
生
ず
る
。

.4

事
故
調
査
コ
ー
ド
の
第
三
部
は
、
海
上
安
全
委
員
会
の
手
続
規
則
に
従
い
同
委
員
会
に
よ
つ
て
改
正
す
る
。

百
二
十
七

第
十
一
e

二
章
第
一
規
則
1.6
中
「
第
Ó
e

一
章
第
二
規
則
12
」
を
「
第
二
e

一
章
第
二
規
則
22
」
に
改
め

る
。（
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
効
力
発
生
）

百
二
十
八

第
十
二
章
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。（
平
成
十
八
年
七
月
一
日
効
力
発
生
及
び
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力

発
生
）

第
十
二
章

ば
ら
積
み
貨
物
船
の
た
め
の
追
加
的
安
全
措
置

第
一
規
則

定
義

こ
の
章
の
規
定
の
適
用
上
、

１

「
ば
ら
積
み
貨
物
船
」
と
は
、
主
と
し
て
乾
貨
物
を
ば
ら
積
み
で
運
送
す
る
こ
と
に
使
用
さ
れ
る
船
舶
（
鉱
石

運
搬
船
及
び
兼
用
船
を
含
む
。）を
い
う
。

２

「
単
船
側
外
板
構
造
の
ば
ら
積
み
貨
物
船
」
と
は
、
１
に
規
定
す
る
ば
ら
積
み
貨
物
船
で
あ
つ
て
次
の
い
ず
れ

か
の
も
の
を
い
う
。

.1

貨
物
倉
が
船
側
外
板
で
閉
囲
さ
れ
て
い
る
も
の

.2

一
又
は
二
以
上
の
貨
物
倉
が
二
重
船
側
外
板
に
よ
つ
て
閉
囲
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
船
側
外
板
に
対

し
て
直
角
に
測
つ
た
二
重
船
側
外
板
の
幅
が
、
二
千
年
一
月
一
日
前
に
建
造
さ
れ
た
ば
ら
積
み
貨
物
船
に
お
い

て
七
百
六
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
及
び
二
千
年
一
月
一
日
以
後
二
千
六
年
七
月
一
日
前
に
建
造
さ

れ
た
当
該
貨
物
船
に
お
い
て
千
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の

こ
れ
ら
の
船
舶
に
は
、
貨
物
倉
の
い
か
な
る
部
分
も
船
側
外
板
に
よ
つ
て
閉
囲
さ
れ
て
い
る
兼
用
船
を
含
む
。

３

「
二
重
船
側
外
板
構
造
の
ば
ら
積
み
貨
物
船
」
と
は
、
１
に
定
義
す
る
ば
ら
積
み
貨
物
船
で
あ
つ
て
す
べ
て
の

貨
物
倉
が
2.2
に
定
義
す
る
以
外
の
二
重
船
側
外
板
に
よ
つ
て
閉
囲
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。

４

「
二
重
船
側
外
板
」
と
は
、
船
側
が
船
側
外
板
並
び
に
二
重
底
及
び
甲
板
に
連
結
す
る
縦
通
隔
壁
に
よ
つ
て
造

ら
れ
た
構
造
を
い
う
。
ホ
ッ
パ
ー
サ
イ
ド
・
タ
ン
ク
及
び
ト
ッ
プ
サ
イ
ド
・
タ
ン
ク
は
、
こ
れ
を
取
り
付
け
た
場

合
に
は
、
二
重
船
側
外
板
構
造
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
も
の
と
す
る
。

５

ば
ら
積
み
貨
物
船
の
「
長
さ
」
と
は
、
現
行
の
満
載
喫
水
線
に
関
す
る
国
際
条
約
に
定
義
す
る
長
さ
を
い
う
。

６

「
固
体
ば
ら
積
み
貨
物
」
と
は
、
液
体
又
は
気
体
以
外
の
物
質
で
あ
つ
て
、
微
粒
子
、
粒
子
又
は
そ
れ
ら
よ
り

も
大
き
な
物
質
の
断
片
か
ら
成
る
通
常
は
均
一
の
混
合
物
で
、
中
間
の
封
入
形
態
を
と
る
こ
と
な
く
船
舶
の
貨
物

区
域
に
直
接
積
載
さ
れ
る
物
質
を
い
う
。
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